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に従い,又 (電子 )ェネルギー閉じ込め時間 TEeに対して TE｡∝完eTe(o)qaO･5なる比例則が得
られた｡ここで,Z はプラズマ電流, zeffは有効イオン電荷,有eは線平均電子密度,qaはp
リミタ-径における安全係数である｡更に,電子温度の空間分布より求められた熱伝導率は新
古典論から予測される値よりも1-2桁大きい値を示した｡これは,何らかの不安定性によっ
て輸送係数が著しく増大したものと考えられる｡
これと平行して,不純物線のドップラー幅によりイオン温度を,シアンレーザー干渉計によ
って電子密度を測定した｡これらの結果をまとめると,イオン温度に対しては Artsimovich
の実験式が,又,限界電子密度としては Murakamiの実験式にWT-2トカマクのパラメ-
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